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学内教員著作寄贈図書

利に使っていた車や電車、建物など何も無いという状
態である。さらに、それを作った人が生きているのか
どうかも分からないとする。その時私達は恐らく、車
や電車、建物を作るすべが記録されている書き物を探
そうとするだろう。それを見れば、どこから材料を取
り出したらよいのか、さらに、作る方法も書いてあれ
ば作り出すことが可能だからだ。それは、一体何であ
るか？それこそが図書館である。人類の今日まで培っ

　出版からすでに２年以上経っ
ていますが、このような機会を
頂戴しましたのでご紹介させて

いただきます。スウェーデン生まれの女性哲学者シセ
ラ・ボクの著書の翻訳です。諸民族、諸国家、諸宗教、
諸文化、諸文明がいかにして共存していくことができ

るのかという、「グローバル・エシックス（地球規模の
倫理）」のあり方を論じた書物です。たしかに人類はそ
れぞれ異なる宗教や価値観、政治体制のもとに生きて
いて、ともすれば互いに相容れないように見えるけれ
ども、しかしみんな同じ人間として共通の最低限の価
値観は共有しており、それらを基盤にして対話や協調
を進めていくことが可能であることを論じています。
　この著書は、すでにいろいろな学類のさまざまな専
門の先生方にお読みいただき、好評を博してきました。
専門の学問分野を超えて多くの先生方や学生の皆さん
にインスピレーションを与える力をもった著作だと思
います。ぜひ一度手に取っていただければと思います。

　地域には、高齢や障がいの
故に、自分ひとりの力だけで、

その権利を実現しつつ自立生活を送っていくことが
難しい、いわゆる「社会的弱者」の人たちが少なくな
い。そうした人たちの権利や利益を擁護して、自立
した社会生活を営んでいけるようバックアップする
支援者の養成には、格差拡大・貧困問題がクローズ
アップされている現在、いっそう強い社会的ニーズ
があると言えよう。行政政策学類では、そうした支

援者の養成をめざして、2007年度から2年半にわた
り、地域の権利擁護関連団体や専門職と本学類の法
学や福祉の専門家の連携の下に「高齢社会における
弱者の権利と生活を護る担い手育成プログラム」（文
科省「学び直し」プログラム）を実施してきた。本書
は、プログラムで得られた成果をまとめた、学際的
で、かつ理論と実践がバランスよく融合した、地域
における権利擁護の支援者養成講座テキストとなっ
ている。執筆陣には、本学類の多数の研究者が加わっ
ているのみならず、地域の権利擁護実践の最先端で
活躍する第一線の実務家も多数含まれており、きわ
めて具体的で実践的な知見を得ることができる。ま
さに本書は、「社会的弱者」の権利擁護に関心を持つ
すべての人にとって、とりわけ、現場で権利擁護実
践をしようという人たちにとって、ぜひ一読を勧め
たい一冊である。

『 共通価値：文明の
衝突を超えて』
法政大学出版局 , 2008
シセラ・ボク著 , 宮川弘美訳 ,
小野原雅夫監訳

『 「社会的弱者」の支援
にむけて：地域におけ
る権利擁護実践講座』
明石書店 , 2010.11
福島大学権利擁護システム研究
所編著(編集委員：新村繁文ほか)

てきた知識の宝庫の保管場所である。だから、図書館
の存在は重要なのである。もしこの世から図書館が一
切無くなり、物などを作れる人も居なくなったとした
ら、我々は原始時代に逆戻りしなければならない。
　それが理解出来たら、脳の活性化のためにも、是非、
エントランスのショーケースに注意して本学の図書
館に今直ぐにでも行ってみよう。何か新しい発見が
あるはずである。
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「FUKURO_フクロウ_」学内教員研究成果公開
 http://ir.lib.fukushima-u.ac.jp/

【FUKURO_フクロウ_とは】　　 福島大学学術機関リポジトリ（FUKushima University RepOsitory）の愛称。福島大学の構成
員による研究成果（教員が書いた論文など）を、インターネットを通じて広く国内外に公開する
ためのシステムです。

董　彦文
『日常業務データに基づく取引先の
信用評価手法とシステムに関する研究』
科学研究費補助金研究成果報告書 2010

URI：http：//hdl.handle.net/10270/3502

　信用とは、今まで（現在）の行為からしても将来も
間違いを起こさないと信頼することである。分割払
い方式で携帯電話を購入する時、または銀行に教育
ローンを申し込むとき、携帯電話会社または銀行が
必ず審査を行う。この審査は顧客の信用を評価する
ことであり、信用評価は実に身近で毎日行っている。
　企業間の商取引では、通常掛売方式を採用する。
つまり、即金でなく、後から代金をもらう約束で、
品物を先に渡して売ることになっている。品物を取
引先に渡して、販売代金を回収できていないうちに
取引先が倒産すると、損失を被ることになってしま
う。取引先の支払不能により、損失を被る可能性は
信用リスクと呼ばれ、信用リスク管理は企業の経営
管理上の重要課題の一つである。
　顧客の信用を評価することは重要でありながら非
常に難しい。厳しく評価すると、本来は正常な顧客
を異常顧客と判定し、自社の商品・サービスを提供
できず大切な顧客を失ってしまう。反対に顧客の信
用を甘く判定すると、正常とされる顧客が倒産し、
販売代金の回収不能が本当に起こってしまう。
　また、何の情報に基づいて信用評価を行うかは非
常に大きな問題である。銀行などの金融機関では、
審査のため個人顧客には公的身分証明、勤務状況、
収入・財産など、法人顧客には会社謄本、財務デー
タなどを提出してもらうのが一般的であり、顧客の
詳細データを入手することが容易である。このため、
銀行などの金融機関を適用対象とした信用リスク評
価の理論と手法は多数開発されてきた。しかしなが
ら、非金融機関の一般企業では、取引先の財務デー

タを入手することが困難であり、特に取引先が中小
零細企業である場合、倒産確率が非常に高いうえ、
財務データの入手がほぼ不可能である。
　そこで、本研究の目的は金融機関以外の一般企業
を適用対象として、信用調査、財務データおよび株
価などの外部データによらず、売上、取引代金の請
求、入金などの日常業務データに基づき、取引先の
信用評価を行う手法とシステムを提案することであ
る。具体的には、各々の会計年度において、取引先
分類、平均滞納額、最大滞納日数、滞納回数、年売
上、滞納割合と取引回数の７つの指標データを集計
し、判別分析、決定木などの統計解析手法、また事
例ベース推論、サポートベクターマシンとニューラ
ルネットワークなどの人工知能手法を用いて、高い
精度で中小零細企業の信用評価を行う手法とシステ
ムを開発した。
　従来の信用評価手法とシステムに比べて、本研究
は以下の特徴をもつ。
（1） 財務データの公開が義務付けられていない非上

場企業または何らかの原因で財務データを入手
できない一般企業の信用評価にも利用可能であ
るため、ほぼすべての企業を評価でき、従来の
研究より評価可能な対象が多い。

（2） 金融機関に限定するのではなく、中小零細企業
も含めて、ほとんどの一般企業において利用可
能であり、利用範囲が広い。

（3） 財務諸表データ、株価は人為的に操作される可
能性がある。これに対して、売上、取引代金請
求と入金などの取引データは日々の企業活動の
記録であり、人為的に操作される可能性が低い
ため、より客観的な信用評価が期待できる。

（4） 日々の取引データは基幹系業務情報システム
のデータベースから自動的に収集できるので、
データ収集コストが低い。

　しかし、取引実績のない新規取引先の評価には利
用できないため、今後の課題としたい。
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福島市でも「震度5強」を観測した東日本大震災が発生した3月11日は、当初より館内整理とシステムメンテナンス
のため休館としており、館内に利用者がいない状態でした。作業を行っていたアルバイトの学生、システム業者、
職員は全員無事でしたが、資料落下(図書約14万冊/雑誌・新聞約8万点)、施設損壊などの被害がありました。
　　詳しくは図書館HPをご覧下さい。　http://lib.fukushima-u.ac.jp/oshirase/201103shinsai_higai.htm
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東日本大震災（2011年3月11日)による図書館の被害状況

　地震発生後は図書館を休館とし、落下した資料を書架の正しい位置へ戻し、破損した資料を回収する復旧作業を
行いました。3月28日より、各学類の先生方や生協の職員の方、福島大学に避難している方達が、ボランティアとし
て参加して下さいました。ご自身も大変な状況の中、ご協力下さいました皆様に、心より御礼申し上げます。
　　詳しくは図書館HPをご覧下さい。　http://lib.fukushima-u.ac.jp/oshirase/201103shinsai_fukkyuu.htm
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